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回次 講義内容 講師 所属
1 アーキビストの役割と使命 イ・ソヨン 徳成女子大学校
2 資料の分類と設計 ソル・ムンウォン 釜山大学校
3 メタデータの理解と記述 ヒョン・ムンス 韓国外国語大学校
4 芸術資料の管理プロセス論 イム・ジニ 韓国記録管理研究院
5 芸術資料のシステム構築論  
6 芸術アーカイブコレクションの運用及び管理 パク・サンエ 白南準アートセンター
7 アーキビストのための著作権実務 イ・ホシン 国立芸術資料院
8 資料の分類と設計、価値評価とコンテンツ企画 コ・ウンキ 漢陽大学校































































































































区分 構成要素 アーカイビングの対象 収集物 
本資源 本体 石塔そのものの姿、構成、材質、含まれる紋様、文字など 石塔全体を撮った写真および動画、拓本、
  石塔の内部にあったものなども含む 実測図面、部分詳細写真、3D、
   材質成分の分析結果など 
 空間 石塔の存在する空間的位置および環境 空間環境の写真、動画、情報など
  定林寺に関する情報や復元したもの 定林寺復元物
   定林寺関連情報 
   
 起源・由来 石塔に関する歴史 石塔および構成物の製作背景に関わる古文書
  石塔に関する歴史的、宗教的背景 紋様や絵に関わる各資料 
過程資源 増改築資料 文化財指定以前の増改築の事実および資料 石塔の増改築沿革資料 
 管理記録 文化財指定から現在までの文化財機関の 関連する記録
  管理行為によって生産された記録
  指定、等級の変更などに関する記録
  解体、復元、修理などに関する記録 
 管理関連の口述 文化財管理に関する口述 口述記録 
叙事資源 ストーリーテリング資源 説話、口伝などストーリーの構造をもつ石塔関連資料 石塔関連説話
   石塔関連の口伝記録
   石塔関連の童謡など 
 関連古文書 石塔に関する記述がある古文書 古文書の中の情報 
関連資源 コンテンツ 石塔と関連して製作された各種コンテンツ 復元模型
   復元映像 
 行事 石塔関連の地域イベント 行事関連記録や資源 
解釈資源 学術資料 学術刊行資料 セミナー資料、論文
   その他のジャーナル
   研究書籍 
 広報物 石塔関連広報物 ポスター、リーフレットなど 
表2─ 定林寺五層石塔の文化資源セットの構成

































































































 企画・支援  調査研究・収集  資源管理  サービス
戦略企画 文化研究 統制戦略 サービス企画
運営管理 調査・収集 知的統制 インタラクティブリサーチサービス
経営支援 コンテンツ製作 生涯周期統制（リテンション・スケジュール） 実演サービス
法務 文化資源地図管理 補完収集 閲覧サービス
成果管理 ネットワーキング管理 実物資源統制 編纂・出版
 研究振興 デジタル資源統制 展示










 維持運営をする  








  殿堂の文化発展戦略の研究・企画 殿堂の追求する文化発展の方向及び対応戦略の研究・企画
  情報院の戦略企画 殿堂の文化発展戦略および情報院の使命とビジョン、
   地位に相応しい情報院の戦略企画
   アジア文化研究の中長期・短期テーマとロードマップ設定
  事業企画 情報院の政策企画による事業アイテム構想及び事業計画樹立
 運営管理 〈省略〉 
 〈以下、省略〉  
調査研究・収集（R） アジア文化のテーマ別研究、
 現地調査・資源収集の実行、
 コンテンツの製作と文化資源化  




  現地調査と資源収集を実行する 
  現地調査・収集戦略 〈省略〉
  現地調査の対象設定 対象の特性化：芸術および隣接領域
   対象の文化的価値判断と調査内容、収集範囲の設定
   対象の構造、単位設定
  現地調査と資料収集の 調査・収集プロセスの設計
  プロセスの設計 創作モチーフと美学的コードの導出、調査手順の設計
   
  リードの開発 リードおよび対象者、機関接触ファイルの生成・管理
  現地調査と収集の実行 アプローチ方法別の調査・収集指針
   ジャンル別の調査・収集指針
  資料整理および資源移送 生産物管理
   移送方法、通関、手続き上の問題の整理確認
   移送手続き
  資料の解釈と分析、補完調査 〈省略〉
 〈以下、省略〉  
表3─アジア文化情報院の機能設計②
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  それに基づいて成果を評価する 
  管理業務別の企画 全体の処理対象の資源目録を確認した上、
   数量、類型、価値などの項目を分析し、
   各管理業務別の処理能力を考え、
   処理の優先順位を決定し、処理の計画書を作成する
  モニタリング 〈以下、省略〉
 補完収集 文化資源セットの分析 文化資源セットを分析し、補完収集の必要可否を判定
   収集優先順位にしたがって補完収集対象を確定
  補完収集の企画 〈省略〉
  補完収集の実行 企画に従って収集および生産を実行する
   文化資源セットへの仮登録
   法的権限の確認








 実演サービスの実行  
 サービス企画 〈省略〉 
  顧客要求分析 顧客のサービスに対する要求事項を分析して
   サービス企画に積極的に反映する
  サービス企画 顧客要求事項を分析した後、
   各サービス類型別に処理能力を勘案し、
   優先順位を決めてサービス全体に対する
   総括的な計画を確立する
  モニタリング 処理計画によりサービスが成立しているか
   ワークフローをチェックする
   サービスで発生しうるリスクを感知する
   外部変化にともなう内部業務変化を通じて、
   サービスの円滑な遂行支援する






























































































化指標体系「The UNESCO Framework for Cultural Statistics」、人類学の





























































範疇 上位要素 移行 類型 移行 レベル  業務   顧客 記述事項
  可否  可否 区分   区分
     資源 客体 仮登録 登録 資源管理 顧客 
資源 類型 必修 資源類型 必修   ○   ○     ○   ○       ○   ○ 実物資源、デジタル資源：
構造 Type  Record Type        図書／動画／音響／テキスト／写真／複写／その他
Structural           既存の未分類類型に対する追加記述も考慮
   その他資源類型 該当   ○   ○      ─   ○       ○    ─ 検索に容易な基準となる細部記録類型：
   Alternative  する       新聞スクラップ／筆者本／ポスター／パンフレットなど
   Record Type 場合
    必修
 フォーマット 必修 媒体フォーマット 必修    ─   ○     ○   ○       ○   ○ 資源を構成する情報の一般的なフォーマット：
 Format  Media Format        文書／写真フィルム／カード／図面／動画／
           音響／テキスト／イメージなど
   データフォーマット 必修    ─   ○     ○   ○       ○   ○ 資源を構成するデータの論理的形式として
   Data Format        文書単位に適用：
           ASRⅡ、AVI、HTML、XML、PDF、
           JPEG、RA、TIF、TXT、TXT,GUL、XLS、PPT、
           などファイルタイプ
   保存媒体 必修    ─   ○     ○   ○       ○   ○ ハードディスク、ストーレイジ、DVD、CD-R、紙、
   Medium        オーディオテープ、ビデオテープ、フロッピーディスクなど
 大きさ 必修 容量 裁量    ─   ○      ─   ○       ○   ○ 保存された資源の再生時間、ファイル容量、
 Extent  Size        ページ数、数量など：
           230M、156頁、5分20秒
   企画 必修    ─   ○      ─   ○       ○   ○ 大きさ、色、線明度、圧縮方式、ビート率、フレーム率、
   Specification        画面比、走査方式等のアクセス可能情報など：
           100万画素、1秒に30フレーム、20mm
   登録件数 裁量    ─   ○      ─   ○       ○   ○ 文化資源登録した2つ以上の資料を含んだ
   Counter        シリーズの場合、
           添付及び貼り付けファイルの数：55件
 資源階層  関連根拠 必修   ○   ○      ─    ─       ○   ○ 該当法規と法規内の該当条項
 Level  Related Mandate       
 言語 裁量     ○   ○     ○   ○       ○   ○ 資源の内容を記述している言語：
 Language          韓国語、英語、自国語（資源）選択
管理 保存 必修 保存処理類型 必修   ○   ○      ─    ─       ○    ─ 原本／変換／複製／排架／保存位置移動など
課程 Preservation  Action Type        資源に処理された保存処理行為
Life
Cycle   保存処理日付 必修   ○   ○      ─    ─       ○    ─ 保存処理行為がなされた日付
   Action Date
   保存処理 必修   ○   ○      ─    ─       ○    ─ 原本の様態に対する情報、変更理由、
   細部情報        状態などに対する詳細説明
   Action         連番、データフォーマット、登録番号、
   Description        保管場所、処理理由
          
 位置 必修 所蔵場所 裁量   ○    ─      ─    ─       ○   ○ 文化資源を所蔵している機関、保管場所
 Location  Current 
   Location
   保管位置 裁量   ○    ─      ─    ─       ○   ○ 資源が保存される或いは配列された位置、
   Storage Details        または状態についての情報
 保存期間 必修 保存期間 必修   ○   ○      ─    ─       ○   ○ 文化資源は基本的に永久保存、資源の
 Retention  Retention Period        物理的状態などを基準として保存期間を策定
   保存期間 裁量   ○   ○      ─    ─       ○    ─ 文化資源に保存期間を策定した理由
   策定理由
   Retention Reason
 管理履歴 必修 管理類型 必修   ○   ○      ─    ─       ○    ─ 記述来歴変更、ウィルスチェック、消毒、テープ回転、
 Manage  Event Type        保管場所管理業務における変更行為記述
表5─文化資源メタデータの例（一部）
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す。多様な文化資源の領域で成立するアーカイブズについての知識を学び、記
録管理を基盤にした新しい「文化資源アーキビスト」を養成する課程をつくってい
く必要があると考えているわけです。
　以上でありますが、記録管理学とアーカイブズ学の領域における日本との知識
交換の経験を、私たちはすでに持っています。その経験から得たように、これから
は文化資源アーカイブズの領域でも日本とより積極的な交流をし、生産的な未
来への展望を互いに持ち続けたいと考えております。私の話はこれで終わりにし
たいと思います。ありがとうございました。
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